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岩手医科大学歯学会第10回総会

　　　　　シンポジウム

「インプラントの現況と将来への展望』

正
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年（岩手医科大学非常勤講師，歯学部口腔病理学講座）

美（岩手医科大学教授，歯学部口腔病理学講座）

人（岩手医科大学非常勤講師，歯学部口腔外科学第一講座り

　　　　　　　　　　　　　　　シンポジウム開催に際して

　近年，医学の進歩に伴なって生体材料の臨床的応用が広く行なわれるようになっていることは周知の通りで

ある。歯科領域においても，人工歯根，義歯の安定，さらには歯周組織の形態修正などを目的として，各種イ

ンプラント材が用いられている。今回，岩手医科大学歯学会が創立10周年を迎えるに際して，記念行事として，

従来の特別講演会に加え，シンポジウムを開催する運びとなった。そのテーマとして，各方面からの意見を徴

集したところ，インプラントを取り挙げてはという要望が多かったため，インプラントの現況と将来への展望

というテーマで，上記の各先生方にお願いした。ここでは，当日の講演内容の抄録の一部について掲載する。

1．インプラントの経緯 梅原　正年

　歯牙欠損部位に，移植，人工歯嵌植を願望す

るのは当然のことで歴史は古い。日本に於いて

も歯牙移植，再植の歴史は古いが人工歯牙嵌植

は1960年頃，懸田利孝，鈴木鍾美，小林俊三等

によって試みられた。1970年代には，臨床的成

功症例が幾多みられるようにインプラント技術

が発展し，多くの歯科臨床家によって行われる

に至った。

　当初骨膜下インプラントが主流を占めていた

が，骨内インプラントの成功が手術を簡単にし，

突発的に流行したわけである。骨内インプラン

ト発展の経緯は，図1，2に示す如くであるが，

この図で知るように骨内インプラントの種類も

数多く細分化されるに至った。

　組織に親和性のある材料として，Bio－ceram，

Apaseram等挙げられるが，強度の点でデザイ

ンに制約がある。メタルは自由なデザインに設

計でき，術中方向を曲げて直すこともできるが，

組織に対する親和性はBioceram，　Apaseram

に比して劣る。形態の面からも，近年ブレード

タイプの他，バスケットタイプが出現し，手術

も簡単で維持力も大きい。

　Separate　Type　Implantのように2分割のも

のも出現した。根部のみを骨内に嵌植，2～3

ケ月後骨内に安定してから上部を合着，上部構

造を製作するもので安定性がある。

　歯内骨内インプラントは，上皮と接する部位

が歯根なのでインプラントとしていちばん安全

なものとされている。ピンの材料にもいろいろ

なものがあるが要は組織に親和性があって根管

Symposi㎜on　a　view　of　the　implant　to　the　present　situation　and　the　future
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図1：骨内インプラント発展の経緯
　　　現在Spiral－Vent　Type、　Blade－Vent　Typeが使われている。
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図2：組織により親和性のあるもの等，形態はますます数多くに分類される。
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内を通るのに細くても強靱なことが要求され

る。併し，バイオセラムは歯牙によっては太過

ぎ，メタルは強靱であるが親和性に劣る。

術中に根管内切削物，その他が歯槽骨内に迷

岩医大歯誌　10：224－230，1985

入したり歯根尖部に酵が入ったり破折する恐れ

があるので根尖部開窓術が近年クローズアップ

されてきた。

II．インプラント材の生体組織反応 鈴木　鍾美

は　じ　め　に

　歯科インプラントは，近年急速な発展を遂げ

ている。その原因の1っにインプラント材の発

達があげられる。しかしながら，その成功は，

よい生体材料，材料のよい形態，生体機構にか

なった手術技などの総合条件にかかっており，

材料の良悪によってのみ成し得られるものでは

ない。

　よって今回は，現在インプラント材として応

用されている各種材料の生体組織反応と，歯内

骨内インプラントおよび骨内インプラント後に

おける実験病理学的所見を述べる。

　1　各種インプラント材の生体組織反応

　組織親和性が高いとされている各種材料は，

生体に対してはすべて異物であり，生体組織内

では多少の差こそあれ，一部の吸収あるいはそ

の周囲を被包する。そして各種材料それぞれは

その被包状態を異にする。

　　1．金属：　これは生体組織内でそれぞれ

特有の金属イオンに溶出し，各イオンの差異が

生体組織反応に差異を生じされるものと考えら

れている。また，硬い金属ほど工学的応用価値

が高いとされ，現在ではCo－Cr－Moよりも

Co－Cr－Tiあるいは純度の高いTiを応用す

る傾向にある。

　　2．セラミック：　セラミックには各種の

ものが検討され，なかでもアルミナセラミック，

アパタイトセラミック，ジルコニアセラミック，

ガラスセラミック（広義のセラミック）などは

組織親和性が高く，薄い線維性被包状態を呈し，

時には骨組織と密に接しているものもみられる

ことから，インプラント材としては金属より優

れた材料であると考えるものが多い。しかしな

がら本材料は金属と比較して複雑なデザインの

形成が困難なものが多いことから，本材料を金

属の表面にコーティングさせて応用しているも

のもある。

　II各種インプラント法における組織反応

　　1．歯内骨内インプラント：　本法は根管

を通じてインプラント材を顎骨内に埋植する方

法である。これでは施行後根尖部付近に壊死巣，

炎症などを惹起しているものが多い。このこと

は根尖部の穿孔時に組織を障害する結果とも考

えられる。また，長期経過例では一部に歯強直

をみたり，インプラント材周囲に厚い線維性被

包をみるものがあった。このことはインプラン

ト材が組織内で工学的バランスを崩したためと

も考えられる。

　　2．骨内インプラント：　本法は歯内粘膜

を介してインプラント材を顎骨内に埋植する方

法である。

　　　1）　ピン型の場合：　多くの場合セラ

ミック，ことにアルミナセラミックが用いられ

ている。この場合には，その材料の表面の形態

が，浅い凹凸状を呈し，かつ凹凸のカーブが緩

やかなものによい結果を得ている。

　　　2）　ブレード型の場合：　これにはネッ

ク部とボディ部とを分離使用出来るツーピース

型のものと，分離出来ないワンピース型のもの

があり，これらをインプラントした結果の比較

した場合には，ツーピース型を応用した場合（ま

ず，ボディ部のみを骨内にインプラントし，一

定期間経過させ，ボディ部が骨内で安定した後

にネック部を装着する方法）の方がワンピース

型として一度にインプラントを完了させる場合

よりもよい結果を得ている。このことはインプ

ラントの成功には，インプラント材が骨内で安


